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への哀愁 。 ハ  ヽ "

末  森 清

備陽史探訪の会に入会 し、多 くの方々と史跡めぐりをして勉強するうちに、自分の近 くに色々と多

くの遺跡がある事に気がつく。それ らはけっして有名なものでなくさくから伝わり、親 しまれそして

いつか失われてい ったものが数多 くある。地名 もそうだし、野仏、石標、小さな城跡、峠、古道、並

木、町並、等々きりがない。これら失われたもの、くちていきつゝあるものをもう一度誌上に出して

みたいと考え自分なりの「 三原史跡めぐり」として「 失われた遺跡への哀愁、古を偲ぶ」とい う題に

労IIIξtti警賃〕ッ6』写:1:嘗 :[」分の象lξ£曹去詈[暑]]屏[::][[景:3[
地名である仏ケ峠をスタート台としていつ終るか分らぬ自分流の遺跡探訪をしてみたいと思っている。

自分が朝夕必ず通るこの「 仏ケ峠」を中心に西に東に足をはこんで歴史や遺跡を学んでいきたい。

その 1 山 陽 街 道 に 沿 い て

◎ 頼 兼 城 跡 「頼山陽先生遠祖の地」
三原市頼兼町に小早川時代 (室町後期戦国時代 )の

城跡がある。今から436年前の天文 16年 (1547)

城主であった岡崎十郎左衛門頼兼は、小早川隆景によ

って亡ぼされ廃城となったと言われる。城跡は三原平

野の西方 (三原駅「 三原城跡」より約 2キ ロメートル

の所 )に あり、通称「 三原富士」と呼ばれる頼兼山の

山麓にあり、山すそより岬 (舌状 )の様な地形の台地

になっている所にある。この附近の田畑はうめられ人

家が建ちこんでいるが、城跡は小さな舌状の丘になっ

ており、上部は畑になっており、その廻りの崖は、竹

や雑木が繁り城跡らしい面影をわずかに残している。

今、城跡には昭和 27年二原市によって建てられた石

碑があり、表面には「 頼山陽先生遠祖頼兼城跡」、裏

面には「城主、岡崎十郎左衛門頼兼天正年間故ありて

廃せられ子孫永く此地方に住し後竹原に移る。山陽先

生は、竹原頼五世春水の子也」と記されている。この頼兼城跡に調査の手が入ったのは、山陽新幹線

の橋構が城跡の一部にかゝり、取りこわされるため、三原市教育委員会によって、城跡一帯を調査し

め
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た。その結果 城に使用された石垣、建物の遺構、堀 (空堀 )等の跡は、確認出来なかったとの事で

ある。この城跡にまつわる言い伝えは次の様に語り継れている。

① 地 元 の 語 り伝 え

「 頼兼城悲話」

音、岡崎十郎左衛門頼兼という士が木梨の郷 (現西野町頼兼町一帯・西野町は以前木梨の郷と呼ば

れていた )に城を築いていた。

十郎左衛門は、小早川家に属 しており、小早川隆景が備後神辺城を攻める時、十郎左衛門にも出陣す

る様に命令したが、自分の妻と神辺城主の妻とは姉妹であり、思いなやんだ末、命令にそむき出陣し

なかった。隆景は大変立腹して、神辺城攻撃の帰 りに頼兼城を攻めた。十郎左衛門以下75名、城に

たてこもり戦ったかいもなく破れ一族全員自害し城に火をつけ亡んだ。城主十郎左衛門は、隆景が、

神辺城より帰り糸崎へ陣をはったと聞き自分の妻を宇都戸の城主丹下氏の元へ帰した。身ごもってい

た妻は丹下氏の家で男子を生みその子は成長して、五郎左衛門と名乗った。

五郎左衛門は、丹下氏が没落した めゝ西野村へ帰り世をは かゞ り、姓を岡本と改めて鍛治屋を営んで

いた。その後子孫は代々続いている。頼山陽の祖先は、この岡崎家から分家し竹原に出たと言われて

いる。頼兼の「 頼 」という字をとって姓を「 岡崎 」から「頼」にかえたと言われる。そんな事から頼

山陽は度々西野村に来たと言われる。

現西野町大西にある辻堂の柱には頼山陽が梅観をした時、らくがきをした文字 (詩文 )が残っている。

(唯 し今は消えて読めない )

らくがきの詩文は辻堂の横に記念 として石碑にきざんである。

以上所々に地元の人たちより伝えられた話である。

② 頼兼城を記した文献について

頼兼城跡が文献に出てくるのは次の様な古文書書物があるので記しておく。 (頼兼城跡調査書よう)

◎文化 11年 (1814)

「 国郡志編集御用諸品書出」西野村   古城跡として記述

◎文政 2年 (1819)

「 国郡志御用二付下しらへ書出帳 」 御調郡西野村

古城跡として記述 (内容は文化 11年 と同じ )

◎文政 3年 (1820)

「 芸備通志」 巻百  備後国御調郡 6  城虚として記述

◎大正 13年

「 広島県史」 第 3編  頼兼城として記述

◎大正 14年

「 御調郡史」 沢井常四郎著  岡崎十郎左衛門の記述

◎昭和 42年

「 神辺町史」  前巻  杉原忠興の項の中に岡崎氏の記述あり
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◎天明の頃

「備後の国 三原廻 」 頼兼封彊の中に記述あり

これらの文献の中より「 国郡志編集御用諸品書出帳 」西野村の記述を引用する。

三` 古城跡 頼兼 岡崎十郎左衛門頼兼、但シ当村地名二相成申候 城主ノ名乗也

右、岡崎十郎左衛門頼兼者、高山之城主小早川之族下也、其刻隆景公神辺之城江討手被差向、頼兼茂

為加勢可罷越旨被命時二、頼兼ノ室ハ宇都戸之城主丹下氏ヨリ妾、亦神辺之城主茂同丹下氏ヨリ妥皆

一門也、依之 拒主命神辺責二出張無之、然ル処小早川之追手神辺之城ヲ責落帰陣、為岡崎責糸崎江

陣ヲ被居、岡崎二者其節室懐妊二而有之候二付舅丹下氏江送返シ、城主十郎左衛門頼兼始一族家人七

拾五人切腹、城二火ヲ掛ケ焼之仕候由、当村頼兼の祝神与申候而 御座候

ぽ 喬曇lRIIIτ 名][理 t[贔 ゴ 1%奮 亀倉鸞∫ 仁 ]雷ri

子五良左衛門、其子五左衛門西野村庄屋役相勤、其子市良右衛門、其子市左衛門、其子市左衛門、其

子かじ屋理兵衛当時亭主二而七代相続仕候、家紋和泉角二地翁、名乗二頼之字相用ひ申候、同姓の者

左之通

銀治屋合分源次郎 鍛治屋合分藤十郎 藤十郎合分幸蔵 幸蔵合分仲七 鍛治屋大本両家者、元祖五

郎左衛門岡崎ヲ岡本 卜改名仕、以後今二岡本ヲ相用ヒ、藤十郎幸蔵両家長沢之苗字相用ヒ申候、是者

就中改名二御座候、銀治屋より相分レ候節者皆岡本二御座候、右末孫之もの毎歳霜月に相集、頼兼之

祝神へ幣七拾五本献神祭仕候、城跡之石垣者往還築替二付被用候。 〃

以上、前記の「 llL元の語り伝え」と同じである。

この古文書によると、戦国時代に、頼兼城は築かれ岡崎十郎左衛門頼兼の居城であり、小早川家に属

していた。天文 16年 (1547)大内、毛利、平賀氏等による神辺城攻撃するにあたり、小早川隆景

は、頼兼に参戦する様命じたが、頼兼は自分の妻が、神辺城主の杉原忠興の妻と姉妹の間柄であるた

めこの命令を拒んだ。 (頼兼の妻と忠興の妻は宇津戸 (世羅郡甲山町 )の丹下氏より嫁いでいる。)

小早川隆景は、神辺城の攻撃を終えて帰陣の途中糸崎に陣をはり頼兼を討つ事にした。

頼兼は、この報を聞き懐妊している妻を丹下氏の元へ帰し、自らは戦をさけて一族 75人 と共に切腹

し城に火をかけ亡んだ。

頼兼城は天文 16年焼失、岡崎氏も名目上亡び以後城は用いられる事なく荒れていった。城跡に残っ

ていた石垣は元和 8年 (1622)当時の三原城主浅野忠吉による頼兼新田の干拓や元禄期に行われた

山陽往還道の整備によりとりこわされて使用されたとある。

以上「頼兼城跡調査報告書」より

実家である丹下氏の元へ帰った頼兼の妻は、こゝで一子が誕生、岡崎五郎左衛門と名乗り生長したが

その後丹下氏 も亡び、五郎左衛門は亡父の地西野村に帰 り、小早り|1氏の詮索をおそれて、姓名を岡本

と改め銀治屋を営み生計をたて いゝたが、寛永 11年死去、その後子孫は七代続いているという。

千自刃

乗る )
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理兵衛  0 鍛治屋 分家 源次郎 (岡本 )

分家 藤十郎 (長沢 )

分家 幸蔵  (長沢 )

分家 仲七

家紋は和泉角二地翁

名乗 りは「 頼」之字を用いる。

③ 頼兼 の祝神 について

頼兼城跡より西南の地約 100メ ーートルの所の山すそに頼兼の視神と呼ばれる伝岡崎家の墳墓があ

る。毎年霜月 (陰暦 11月の事 )子孫一族がこの小桐に集り、幣 75本 (自害 した75人の事か?)
を献じ神祭を行 つたと伝えられている。この岡崎家の墳墓は、小桐と五輪塔、一石五輪塔苔むし今 も

ある。「頼兼城調査書」には次の様に記してあるので転記しておく。

｀
墳墓は東南向きの斜面に前面のみ大形の角礫を用いて長さ2メ ートル、幅 08メ ートルの方形基壇

を作り、その内に砂利を敷き五輸塔を安置したもので、その内側には、径 80セ ンチの松の大本が植

えられている。五輪塔は動かされた形鰺があり、周辺にあったものを集めた可能性 も考えられるが、

すべて花議岩製で、空鼠輪、火輪、水輪、地輪、の計 6基以上があり、鶴 1基壇容に‐石五輪塔 3基

石仏 1基がある。

空輪塔は一石で作ったもので径 20セ ンチ、高さ25セ ンチ以上あり中央よりや 下ゝ部に構をあけて

境とし、頂部は段がつくように尖 らせている。

火輪は 1辺 20～ 26セ ンチあり、底辺に比べ高さの低いものと、比較的高いものの、2種がある。

水輪は径 23～ 30セ ンチあり、上下面は平らにし、側面のみ丸みをつけている。形態的には上部が

小さくなったものと、どっしりした構円形のものに分けることが出来る。

地輪は 1辺 18セ ンチのものと28セ ンチのものがあるが、いずれもどっしりしており中央にはぞ穴

がある。

一石五輪塔は高さ60セ ンチで五輪継の形をきれいに彫ったものと、空風輪を欠く現高 68セ ンチの

もの、それに空風火輪部が極度に簡緊化された高さ48セ ンチのものがある。

石仏は五輪塔の間に立てられていたもので、高さ36セ ンチの舟形の台石に仏の座像を浮彫したもの

である。

この墳墓については、その基壇が動かされておらず、五輪塔の形態は室町期の様相をもつものである

ことから、時期的、距離的にも、頼兼城と何かの関係があったものと恩われる。 ″

以上「 頼兼城跡調査書 Jよ り

この頼兼城跡に立って三原市を一望にながめていると、この城にまつわる不明な事が多い事に気が

つくというよりまるで毎も分ってないと言った方が良い。これを振に「 緩兼城跡の謎」として今後色

(西野村虚麟役相勤 )
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々と調べて見たいと態う。 .

⑥ ありし頃の頼兼城の姿
どの様な城だったのか? 麟館又は水軍城、曲裁、いずれだったの力、

② 城主岡峰十郎左衛F霧頼兼とはどの様/4‐武士だったのか。一地/J‐の家族だったのか。
③ 4ヽ早

'11氏

との関係について。

〇 小坂の稲村曲城 (麟坂一族 )、 三原の大島小島 (現‖朦城になっている所 )の簿との関係は、
以上の事柄を中心として探究してい藤たい。

◎ 型ぎ ヶ 鰺 「 曲鱗篠遺選 芸機の憑境地なり」 今はぶれられた饉盛

仏ケ時は江戸鐘代 よりのlll隣篠還進 (覇和38年猥迄tょ難道2港線 )上にあり、安芸と艤後の購機

議である。峠は躍和 20年代迄は、北側南蠅とも曲で松の本が繁り餞中でもうす暗く糠 もかなり急坂

であり、音t瞳剥が出たという位さびしいFFfであった。今はlL樹の曲{ま tナずうとられ新倉ハイツとい

う機蟻になっており、繭機の畿もけずりとる工事申で数年後には應ヽ学校が建設される。この様にこの

鍮はすっかり開けてしまい、今は時のイメージ:ま健ひとつ無い。急坂だった道も改修工事等でけずら

れどこにでもある唯の坂道という位である。唯 1つ団地へ入る入Elの峠の所に明治 3年に建てられた

石標があり、その装置に餐是蒸 備後藤 縫是西 安芸震とぃう文字が轟める。これが峠であり芸難
の選擁地であったという「 鍾 Jで書を総ぶ以外にない。この仏ケ峠の地名を書文書等の文献で調べて

見ると次の様なものがある。

爾郡志御鷹二村下しふへ書出纏  御議郡 西野村 文政2年
1.本篠還道

壱筋  本駅鱗篠選
東茅EI境より西溺鑽下納 仏ケ峠迄拾三丁拾九撻

1.芸備御境本

当村沼田下村境仏ケ峠轟アリ、年数ソ歴損候節者沼欄下村与申談、当村ヨリ三原表へ御注進申上候

得者、御調郡御役所蠅 雛合被為在候面、広島覇り薔郡御代富様御立合時二寄候得者、御機織様斗

御宣会御建被為成候。

濃郵志編集御燿繊轟書轟 2. 西野村  文化 11年
t 村内境風
西 落霞下村、西南 麟之浦村、東晦 須波村、東 llll14村 、ゴL 驚井知村 右五ケ村懸り鷲燿凡
5量 、組 機曲ノ攀仏ケ峠、金久傑曲籠井屋之鍮、難ケ覆籍ケ峠 横鐵つ .ゝき か峯 績本谷穣本ざ
や斎ケ峠 登りか鑢寧提ひそう本こうじ谷槙ケ峠 大購本泰雲寺町 ジ赤石境へ沖ハ小轟
1.二 原

当鶴域開ケ不義総警東泰書寺今沖ハ船入瑾ヽ島西者仏ケ峠撲義と鼻迄機本梨村也 (以
‐
b‐略 )

1.茅町ヨリ仏ケ峠 濃麟下村境迄総三町余本篠還。

備後 三録鸞    路本徹穣識に地蔵峠とあり(仏ケ峠の事 )仏 ケ多尾 く仏ケ峠 )

船由の南に寄、1じ曲構購酒寵の究慧なり、東西は宮沖新聞に向ひ、後は往還道にして、芸鑢醸擁の
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構ホ有、是 南は豊田郡に属す。

以上の書文書各行に仏ケ峠の記事が見える。 吉:ま きちんとした峠名であった事が分る。
この逸名の言はれは次の様な伝い伝えがある。

「 仏ケ峠」の伝われ

勝饉:(鷲神菫とも言 う)の北の簿んだ溝が、「 仏ケ峠」と鵞われ、こ がゝ難後における西墨饉の境

国で越えると安芸の国へと入っていく。この峠の上に地蔵尊が安置されて、その前は格好の休み場所

であった。そうした事から、この峠の名 も「 仏ケ峠」と呼ばれたのであるう。

……。「 三原音懸」 白松寃太著よう
。一・・

との峠が畠来たのはそう書い事ではない。元和 8年 (1622)頼兼新爾が聞かれ、正保元年 (1644)

横 lll新田が闘かれたと伝えられており、当時潮止めとして築かれた頼兼提防が、山陽道として整備さ

れこの甕まで:ま、南饗の勝濃とJヒ機の横曲が濃続きでちいさな,筵が量らていたのを切開いて通 り纂
い様に改修 したのではなかろうか。証保の頃より広い歩き易い峠道となったのだろう。当時より峠上

に安置されていた地蔵尊 :よ工事にたずさわった人々が安全を祈って祭ったか又は工事中に死傷者があ

ってそれをとむらうために祭ったのかも知れない。その昔、 この峠を越える村人や旅人は峠に安置し

てある地蔵に手を合せ安全を祈り∵患入れてから西に東にと下っていった事だろう。この地蔵いつの

畷からなくなったのだろうか。今はその面影もなく、人々から忘れ去られてしまった。唯ひとつ業備

鰯境を記す石漂が、あたりの農景にも、とけこめずボツンと建っており書の峠だった事を偲ばすのみ

である。

仏ケ峠への交通 tま、三原駅縞よう事営バスで、新倉行に乗る。約 15/71位で終点に着く。着いた篇が

峠であリバス停の前に業備艤境の石標がある。

(二原市新倉 6… 20)
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